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太田市マネジメントシステムの運用 （太田市：210,254 人） 
 
 取組の概要 

 ISO 活動や行政評価、企業会計的な視点でのバランスシートなどのいわゆる経営管理ツー

ルを一つのマネジメントシステムとして整理、活用することで効率的に運営される組織体と

なることを目指すとともに市民満足度の向上を図る。 
 

（１）背景 
・ 平成 11 年に全国の自治体に先駆け ISO9001 の認証取得。その後、ISO14001 の認証

取得や行政評価の導入を行ったが、それぞれ別に活用し、サービスの提供及び検証・改

善活動を実施していた。その中で、ともに経営管理システムの一環であることから、そ

れぞれを有機的に融合させ、より実態に即した効果的なシステムとするため、平成 14
年度から所要の検討を行い、平成 15 年度に一つのマネジメントシステムとした。その

後、ISO/IEC27001 の認証取得に伴い、３つの ISO 規格ベースとした「太田市マネジメ

ントシステム」を構築 
※「ISO9001」…品質マネジメントシステムの規格。業務品質の向上を目指すための規格 
 「ISO14001」…環境マネジメントシステムの規格。地球温暖化の防止等環境保全活動

を効果的に行うために定められた規格 
 「ISO/IEC27001」…情報セキュリティマネジメントシステムの規格。情報資産（紙情

報・電算情報・電算システム）のセキュリティに関するリスク対応方法を定めた規格 
 

（２）取組内容 
・ ISO9001、ISO14001 及び ISO/IEC27001 は、いずれも組織内で実施する内部監査、

審査機関による外部審査により活動の適合性を確認 
・  行政評価は、目的・目標・成果等を明確にするための行政評価調書（目的志向体系表・

施策評価表・主要事務事業評価表）、コスト算出表、施設設備管理表を作成。あわせて

市民満足度調査を実施 
・ 「小さな市役所で大きなサービスを提供する」という太田市経営方針に基づき、計画

立案、運用、点検・改善を行なうシステムであることから、「方針管理のプロセス（SEE）」、

「政策実現のプロセス（PLAN）」、「運用管理のプロセス（DO）」、「点検及び改善のプ

ロセス（CHECK&ACTION）」の４つのプロセスにおいて、ISO 及び行政評価を融合

し、一体的に運用することにより、市民満足度を向上させるマネジメントシステムと

して運用 
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＜参考資料１８＞ 



事務処理ミス再発防止対応方針の策定 （山梨県：871,481 人） 
 
 取組の概要 
 （１）「事務処理ミス再発防止対応方針」について 

○ 過去発生した事務処理ミス事例、発生原因及び再発防止策を検証。報道事案に至らな

かった 40 例近くの事務処理ミスについても同様に取りまとめ 
○ ミス発生原因として、①チェック機能の問題、②職員意識等の問題、③職場環境等の

問題、が挙げられている。 
 
＜意見等＞ 

・ 業務の細分化・専門化により、主務担当者以外は理解やチェックができない業務が

増えており、主務担当者が見落とすと他者の目が届きにくい「個人完結型」のチェッ

クが多くなっているのではないか。 
・ パソコン環境の整備によって、財務会計システム、総合文書管理システム上での事

務処理、起案・決裁体制が整備されたが、システムに過度に依存し、個々の職員にお

いて「財務規則」、「人事関係例規」等の関係規程等を十分熟知した上で業務の執行

に当たる意識が疎かになっているのではないか。 
・ 所属内、担当内で互いに業務に追われ、また、全庁的に電子メールでのやり取りが

多くなったこともあり、職場内での対話やコミュニケーション不足も指摘されてお

り、失敗事例等の情報共有が十分に行われておらず、職員がそれぞれの業務を支え合

う職場環境が希薄化しているのではないか。 
○ 再発防止に向けた対応策として、①組織体制・機能面での対応、②職員意識・資質面

での対応、③職場環境面での対応、を挙げている。 
 
＜対応策＞ 

① 組織体制・機能面での対応 
・ 業務ごとのチェック内容・方法のマニュアル化（チェックリスト等の作成） 
・ 事務分掌上で主担当者・副担当者を明確に選任 
・ 執行管理表を作成。事業担当課、経理担当相互で事業の進捗状況を定期的に確認 
・ 一層の事務事業の見直し・削減を進め、職員個々の業務量を削減 
・ 各種関係規程の見直し 
・ 「事務処理ミス防止強化月間」の設定 

② 職員意識・資質面での対応 
・ 不注意によるミス等やヒヤリ・ハット事例、最重要チェックポイントなどを取り

まとめた「テキスト（事務処理ミス等の再発防止のために！）」を作成 
・ 職員研修の充実 

③ 職場環境面での対応策 
・ 事務処理に必要な情報やミス事例等の情報の蓄積を図り、職員ポータルサイトに

掲載する等共有を進める。 
・ 引き継ぎマニュアルの作成の周知・徹底 

○ 事務処理ミス防止対策工程表を作成し、上記取組を着実に推進 
 

 （２）「山梨県事務処理ミス防止対策推進委員会（仮称）」の設置 
○ 事務処理ミス再発防止に係る各種対策の全庁的推進や職員への周知徹底、新たな取組

の企画等を行うため、「山梨県事務処理ミス防止対策推進委員会」（仮称）を設置 
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＜参考資料１９＞ 



リスク分析に関する研修の実施 （静岡市：710,854 人） 
 
 取組の概要 

 
○ 指導内容については、事件が起こってからどう対応するのか、という「危機管理」では

なく、事件が起こる前に、その予兆をとらえ、事前に対処する「リスクマネジメント」の

観点から研修 
 
○ 研修の進行 

・ ＰＰＴファイルのスライドに沿った講義 
・ 仮想の自治体職場における様々なリスクの予兆を盛り込んだＤＶＤ映像を鑑賞し、受

講生個人で予兆をとらえる個人ワークの実施 
・ グループで、互いの気づきの具合を確認し合いながら、もっとも危険なリスクの予兆

を選び、その事前対応策を練るグループワークの実施 
 
○ 民間企業及び自治体の事件を題材に、リスクの予兆を振り返る。 
○ リスクの洗い出し 

・ 考えつくリスクを片端から挙げていく方法 
・ 団体にある既存のマニュアル類からリスクを発見する方法 

○ リスクの分析・評価 
・ 発生頻度及び損害規模からリスクの全体像及び優先順位付けを実施 

○ リスクの処理について 
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＜参考資料２０＞ 



新公会計制度研究会における内部統制の整備・運用 （浜松市：790,302 人） 
 
 取組の概要 

 平成 18 年 11 月「浜松市新公会計制度研究会報告書」を策定し、財務諸表及び財政指標

等の財務情報の正確性と信頼性を確保するため、財務諸表や決算統計等の作成プロセスに

係る内部統制の整備・運用と、独立専門家による監査の充実を図ること等を提言 
 
（１）提言の概要 

○ 市民や議会に対して市の財政活動にかかる説明責任を果たすため、また、議会による予

算・決算にかかる統制の観点だけでなく、それを補完し、住民への情報提供を充実する

手段として、開示資料としてのバランスシート、行政コスト計算書等の財務諸表(以下「財

務諸表」という。)を充実し、わかりやすく包括的な市財政の開示 
○ これらの情報開示を整合的かつ正確に行うための基盤として、発生主義・複式簿記及び

現金主義・単式簿記を並列的に処理する一般会計及び特別会計などにかかる新財務会計

システムを、行政経営基幹システムの構築に併せ、平成 21 年度から導入 
○ 財務諸表及び財政指標等の財務情報の正確性と信頼性を確保するため、財務諸表や決算

統計等の作成プロセスにかかる内部統制の整備･運用と、独立専門家による監査の充実を

図る。 
○ 開示資料としての財務諸表、新たな財政指標、事業別・施設別バランスシート、行政コ

スト計算書は、予算編成や行政評価などが有機的に連携するマネジメント・サイクルの

構築に活用 
○ このような一連の財政情報の開示や公会計制度の改革を通じ、職員の意識改革に必要な

取組みを実施 
 

（２）関係する取組内容 
○ 公有財産台帳の整備…財務諸表の整合性、正確性を担保するために、公有財産台帳の整

備することが必要であり、内部統制、帳簿統制が可能な帳簿体系を段階的に構築 
○ 監査体制の充実…財務関係書類の一層の正確性と信頼性を確保するため、また、夕張市

問題に見られるような会計処理の操作や不正を防止し、発見するため、財務諸表及び決

算統計については、まず、作成プロセスにかかる内部統制の整備･運用を進め、公認会計

士等の独立専門家による監査の充実を図る。 
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＜参考資料２１＞ 



ファシリティマネジメントの推進 （北海道：5,571,770 人） 
 
 取組の概要 

平成 18 年度からのファシリティマネジメントの導入に向けて、基本的な考え方や取り

組むべき具体的な方策を明らかにした基本方針を策定することにより、全庁的な合意と共

通認識の下、ファシリティマネジメントを効果的に推進 
 
（１）ファシリティマネジメントとは 

 土地・建物・設備といったファシリティを対象として、経営的な視点から設備投資や管

理運営に要するコストの最小化や施設効用の最大化を図るため、総合的・長期的視点から

企画・管理・活用する経営管理活動のことをいう。 
 
 （２）基本的な考え方 

 道が保有する全てのファシリティについて、「施設経営」の視点に立ち、建築物等の長

寿命化による既存ストックの有効活用をはじめ、社会的ニーズへの対応はもとより、設備

投資・施設運営費の最小化や過剰・遊休等の排除を図ることにより、ファシリティの整備・

維持運営に係る財政負担を軽減することを目的に推進体制を整備し、「３つの視点」と「５

つの取り組み」により進めていく。 
 
＜３つの視点＞ 

① 道政全般にわたる FM の導入を目指し着実かつ段階的に実施 
② 事業費の削減など財政負担軽減効果が高いものから順次着手 
③ 各取り組みの中でも緊急性の高いものから順次実施 

＜５つの取り組み＞ 
① 道有建築物等の長寿命化に向けた取組 

建築物等の施設情報の一元管理、保全業務の充実、計画修繕の実施などをはじめと

する施設管理者への技術的支援体制等を確立 
② ファシリティコスト縮減に向けた取組 

光熱水費や清掃等の委託費の縮減を図るため、他の類似建築物等との比較等が行え

る手法や施設（建築物等）内の各種委託事業の包括契約や施設群ごとの一括契約など

の手法の導入を検討 
③ スペースの有効活用に向けた取組 

オフィスの空きスペースの排除や不足スペースへの転用などにより、オフィス環境

の改善やコスト縮減等を図る。 
④ 道有資産の有効活用に向けた取組 

建築物等のネーミングライツ（命名権）や広告掲載など民間の活力を活用した新た

な手法の導入や土地・建物など全ての道有資産の利活用を推進 
⑤ 評価に向けた取組 

PDCA サイクルによるファシリティコスト等の評価手法を確立、実施するととも

に、職員の意識改革を促す取り組みを推進 
 
 （３）具体的な取組（平成 20 年８月現在） 

① 道有建築物等の長寿命化に向けた取組 
・ 道有建築物等保全規定の策定 
・ 保全相談窓口の設置 
・ 町内イントラを活用した保全関連情報の提供 
・ 新規整備需要に対する既存施設の有効活用方策の助言 
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＜参考資料２２＞ 



 
 

② ファシリティコスト縮減に向けた取組 
・ エネルギー消費量実態調査及び現地調査の実施 
・ エネルギー使用状況のベンチマーク公表及び改善の指示 
・ インハウスエスコの実施（※１） 

③ スペースの有効活用に向けた取組 
・ ユニバーサルレイアウト（※２）の試行及びモデル展開 
・ 庁舎の移転・集約の決定 
・ 公募による出店 
  （例）コーヒーショップ、庁舎売店、道産木製家具ショールーム 

④ 道有資産の有効活用に向けた取組 
・ ネーミングライツの募集 
・ 広告の掲載 （例）エレベーター内、ウェブサイト、広報誌 等 
・ 行政財産使用料の見直し 
・ 遊休資産売却促進方針の策定 

⑤ その他の取組 
・ 未利用地の情報公開の推進 

※１「インハウスエスコ」：組織内の技術部門が自らエスコ事業的な取り組みを行うもの

で、道有建築物等の電気・機械設備等に係る改修や運用方法の改善等により、エネルギ

ー消費量及び光熱水費を縮減し、環境負荷の低減と運営コストの削減を実現 
※２「ユニバーサルレイアウト」：組織変更の際のレイアウト変更に多額の費用を要する

ため、役職や業務特性に関わらないユニバーサルレイアウト（部署間の間仕切りの廃止

や業務内容や役職に関わらず、机や椅子等の執務什器のレイアウトを標準化したオフィ

ス形態）を採用 
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ファシリティマネジメントの推進 （青森県：1,430,543 人） 
 
 取組の概要 

県有施設の総合的・戦略的な経営管理を行うファシリティマネジメントの導入を促すた

め、平成 16・17 年度において導入推進事業を実施。県有施設の総合的・戦略的な経営管

理を行うファシリティマネジメントについて、本格実施に向けた推進を促すため、推進事

業を平成 18 年度から実施 
 
（１）ファシリティマネジメントとは 

 施設・設備等をはじめとする財産を経営資源としてとらえ、経営的視点に基づき、総合

的・長期的観点からコストと便益の最適化を図りながら、財産を戦略的かつ適正に管理・

活用していくという手法 
 
 （２）推進事業の内容 

① 施設の利活用調整 
○ 県有施設利活用方針（平成 19 年策定） 

 FM の考え方に基づき、県有施設の利活用に関する基本的な考え方や具体的な取組

方策を定め、本方針に基づく共通認識の下、全庁的に県有施設に関する利用調整を行

い、施設の保有総量縮小、施設の共同利用等による集約化、施設の計画的な保全等を

進めることにより、県有施設の有効な利活用を積極的に推進していくことを目的とす

る。 
・ 県有不動産利活用推進会議 

 県有地・庁舎等の県有施設の利活用及び利用調整の検討を行う県有施設利活用調

整会議を設置 
 平成 19 年「県有施設利活用調整会議」と、県有地の利活用の調整を行っていた

「県有地利活用調整会議」を統合し、県有施設と県有地を一括して全庁横断的に利

活用を検討するため「県有不動産利活用推進会議」を設置 
・ 施設の利活用調整事例：海洋学院の廃止に伴う八戸地域の庁舎移転等 
・ 県有施設利活用方針の推進ツール 

 県有施設利活用方針に基づく取組は、平成 17 年度に開発した「青森県ライフサ

イクルコスト試算手法及び施設評価手法」を活用して推進 
○ 遊休施設等の売却促進  

 今後増加が予想される遊休施設等のより効果的・効率的な売却等の実施方法につい

て検討 
○ 公民連携型県有財産利活用プロジェクトモデル調査 

 公民連携による既存建物の再生、用途転換等をはじめとする利活用について、事業

の仕組みとプロセスづくり及びパイロットプロジェクトを検討し、新しい手法による

県有財産有効活用の可能性を調査 
○ 長寿命化の推進 

 
② 維持管理経費の削減 

○ 維持管理業務委託の標準化 
 施設の維持管理業務委託費について、これまで未統一であった仕様書、積算方法等

を標準化し、経費削減及び担当者の業務を軽減 
 清掃業務委託については、平成 16・17 年度の試行結果を踏まえ全施設を対象とし

て標準化を図っています。他の業務委託についても順次試行を実施しながら標準化を

推進 
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＜参考資料２３＞ 



 
 

○ 施設管理担当者の業務支援 
 施設情報システムや研修会等の開催を通じて施設管理担当者の業務を支援 

 
③ 施設情報システムの整備 

 施設の利活用調整及び維持管理経費の削減に活用するとともに、施設管理担当者の業

務軽減及び情報共有の促進を図ります。平成 18 年度から全県有施設を対象として運用 
 

④ 公有財産管理に係るシステムの確立 
 平成 19 年、公有財産管理の取組について充実・強化を図るため、ＦＭ・財産管理・

施設管理各部門を統合したＦＭ推進組織を新設 
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リスクの把握及び対応の実施 （三重県：1,856,282 人） 
 
 取組の概要 
 （１）三重県危機管理計画 

① 目的 危機管理体制の構築、危機発生の未然防止対策、危機発生時の対応等の危機管

理に係る基本的な取組方針を定めることにより、危機管理の推進を図ることを

目的とする。 
② 定義 

ア 危機管理・・・危機の発生（リスクの顕在化）を未然に防止することなどの事前対

策から、危機発生時の対応や復旧対策までを含めた総合的な取組 
イ 危機・・・県民生活に好ましくない影響を及ぼす事態及び県の組織運営において県

民の信頼を損なう事態（個別法で規定する災害や武力攻撃事態等を除く。） 
③ 危機管理体制の構築 

 防災危機管理部で全庁的な危機管理を総括するとともに、部局等の危機管理に対する

助言、調整等を行い、リスク情報の収集、分析、情報共有等に関すること、リスク把握

と対応策の検討及びその進行管理に関することを所掌 
④ 未然防止対策 

ア リスクの把握及び対応 
・ 部局等は、既存事業、制度等のリスク及び新しい事業に取り組む際に予想される

リスクを把握し、その対応について検討 
イ リスク情報の収集分析 
・ 防災危機管理部は、県民の声データベース、新聞情報、ヒヤリハット事例等の様々

なリスク情報を一元的に把握し、危機発生の可能性等について分析 
・ 防災危機管理部及び部局等は、県内や他府県、民間企業等で発生した危機事例に

ついて、その原因、対応策等を分析し、部局等間で情報共有 
・ 部局等の危機管理責任者は、部局等内のリスク情報を把握するとともに、危機発

生の可能性等について分析し、防災危機管理部へ連絡する。防災危機管理部は収集

した情報について関係部局等間で情報を共有 
ウ リスク情報への対応 

・ 部局等は、防災危機管理部が一元的に把握したリスク情報や部局等内で把握した

リスク情報に基づき、危機発生を未然に防ぐために対策を講じる。 
 
 （２）平成 19 年度リスク把握取組の結果について 

① 目的 毎年度、業務等に潜んでいるリスクの把握を行い、リスク対応を担当者個人で

抱え込むことなく、組織として判断し、その対応を検討していく 
② 特徴 

・ 本庁の各部局及び地域機関において、リスクの洗い出し 
・ 防災危機管理部と各部局の意見交換を通じてリスクを整理 
・ 顕在化の確率及び被害の大きさ、影響度による３段階評価を行い、リスクを分類 
・ リスクの概要、想定される被害、発生要因及び対応策を記述した「リスク項目一覧」

を毎年度更新 
・ 「県の対応の遅れ、ミスによる被害拡大」、「業務上のミスによる信用失墜」、「職

員による不祥事」等もリスクとして認識 
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リスクマネジメントの研究 （福岡県市町村職員研修所 政策課題研究報告） 
 
 取組の概要 
 （１）リスクマネジメントについて 

○ 自治体を取り巻くリスクと如何に付き合うか。リスクを危険と捉え、マイナスイメー

ジを持たれがちだが、語源的には勇気をもって試みる積極的なイメージ 
○ 訓練された人と組織があれば、事前察知が可能なもの、事前察知ができなくても被害

を最小限にすることも可能ではないか。 
○ 社会情勢や価値観の変化に伴い、これまで問題視されてこなかった問題が厳しく取り

上げられ、飲酒運転や裏金問題等批判の矢面に立たされた自治体が出てきている。 
○ 自治体を取り巻くリスクでも、社会の動き、マスコミの論調、国民の意識変化等をよ

く見ていれば、その兆候を読み取ることができるものも少なくないのではないか。リス

クに対する意識の涵養が強く求められる。 
○ 近年、リスクの中でも信用リスクが重視されるようになった。一瞬にして信用を失墜

させる危険性が常に存在することを意識すべき 
○ リスクマネジメントの中で最も重要なのは、リスクを発見し、分析・評価し、関係者

で共通認識として確認すること 
○ コンプライアンスの概念は、単に法令遵守ではなく、社会要請に応じた組織の活動目

的を明確にすること、目的に反する行為の予防活動を行うこと、当該行為が行われてい

れば、事実関係を明らかにし是正措置を講じること、法令と実態の乖離等組織の活動目

的を実現しがたい環境の存在を是正すること、等も含まれるのではないか。 
○ 民間企業では、違法行為によって業績の向上を図る場合があるが、公務員の場合は、

収賄等個人的利益を図ること以外に違法行為を冒すメリットが低い。公務員に対して法

令遵守の過剰な徹底を求めることによって、法令規則で定められていないことは何ら行

わなくてよい、という消極的な業務姿勢を招きかねないのではないか。 
○ 法令に違反したかどうかという「法令遵守」的な観点からのみの判断は、組織の鋭敏

さを失わせ、リスクの発生につながるのではないか。 
 
 （２）政策提言 

○ 組織のあり方について、全庁的なリスクマネジメントを統括し、部局等のリスクマネ

ジメントに対する助言・調整等を行う「防災危機管理部」のような司令塔の存在が必要

ではないか。 
○ 求められる人材について、組織を的確に運営するためには、組織を動かす人材は不可

欠。 
○ 日常に業務において、リスクに発展するような予兆に「気づく」必要があり、「何か

おかしいことはないか」を想像することで、予兆に気づく感性を養うことが求められて

いる。 
○ 気づいた予兆を「心得て」、情報を組織内で共有し、予兆に適切な対応を行うことで、

リスクとなる事象発生を未然に防止する取組が求められている。 
○ リスクとなる事象が発生した際には、迅速かつ的確な「行動」が必要である。 
○ 組織全体を俯瞰し、危機管理に関する情報の一元化を図り、対策に係る助言を行い、

地域住民に必要な情報を提供する「危機管理専門員」を設置することが求められる。 
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リスクマネジメントの研究 （おおさか市町村職員研修研究センター 共同研究） 
 
 取組の概要 

 自然災害を主とした危機管理の考え方に、「JISQ2001」の規格に基づく「リスクマネジメ

ント」の概念を取り入れ、PDCA サイクル活動に根ざしたリスクマネジメント研究を実施。

個人情報の漏えいや不祥事等の内部リスクへの危機管理対策に悩む市町村向けに、「リスク

の洗い出し」、「リスク分析・評価」に特化して執筆 
 

※「JISQ2001」：企業活動を行う上でのリスクをコントロールするための規格で、平成13年
に（財）日本規格協会により「リスクマネジメントシステム構築のための指針」として制

定。危機管理をJIS（日本工業規格）化することによって、社会における危機管理に対する

認識を高めることが目的 
 
 （１）「JISQ2001」に基づくリスクマネジメントの手法 

Ｐ（Plan：計画） リスクマネジメントプログラムの策定 
① リスク分析 

・ リスク発見 
・ リスク特定 組織に重大な被害をおよぼすリスクを選定 
・ リスク算定 特定したリスクの重大性と損害の大きさを数値化 

② リスク評価 
 リスク算定の結果を、いくつかのリスク基準に基づいて評価し、組織にとっての対

応の要否を判定 
③ リスクマネジメントの目標設定 

 リスクマネジメント基本目的を達成するために、リスクマネジメントの目標を設定

し、文書化 
④ リスク対策の選択 

 リスクマネジメントの目標を達成するための具体的なリスク対策を検討 
⑤ リスクマネジメントプログラムの策定 

 検討した対策について、実現性、効果、緊急性等から優先順位付けを行い、リスク

マネジメントプログラムを策定 
 
Ｄ（Do：実施） リスクマネジメントの実施  ≪以下、略≫ 
 
Ｃ（Check：検証） リスクマネジメントの監査 
 
Ａ（Act：改善） 組織の最高責任者によるレビュー 

 
 （２）市町村に潜む７７のリスク 

① リスクの抽出と分析 
ア 研究員によるリスクの抽出 
（例）首長等への危害、マスコミ対応、職員等の不祥事、システムダウン、不正アクセ

ス、機密情報の漏えい、庁舎の管理上の不備  等 
イ アンケート調査に基づき、７７のリスクの「発生頻度」及び「損害の大きさ」を分

析 
ウ 各リスクの特徴を市町村の散布図等をもとにグラフ化 

② 職員の意識改革とリスクコミュニケーション 
ア 体制の整備 
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・ 統括的な専門部署の設置やリスクマネジメントに関する知識・経験を備えた人材

の確保が重要 
・ 「住民の安全確保」に加えて「行政サービスの継続」を確保することがリスクマ

ネジメントの目的であり、それを脅かす外部リスク・内部リスクをリスクマネジメ

ントの対象とすることが重要 
イ 職員等の意識改革 

・ 首長の関与が明確であればあるほど、組織内外に対するリスクマネジメントの実

効性が向上 
・ 職員の削減と行政サービス維持向上が求められる中、リスク対応自体が付加的な

業務の増加と捉えられがちである。研修等を通じ、自治体のリスク発生事案をもと

に職員のリスクマネジメントに対する臨場感や意識を向上させることが必要 
ウ リスクコミュニケーション 

リスクに関する情報について、地域住民との共有を図るために、住民との対話や生

の声を聴収することが重要 
 

③ 団体視察報告 
・三重県松坂市 

 平成 10 年に全国に先駆け、リスクマネジメントシステムを導入 
・静岡県島田市 

 リスクコミュニケーションの手法として、災害等に関する住民同士の情報交換の場

「e コミュニティしまだ」を開設 
・福岡県福岡市 

 犯罪、事故、安全安心等に関する危機事案に対するマニュアルの策定 
・山口県下関市 

 三重県庁をモデルとしたリスク被害の数値化の取組 
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